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はじめに
ドナーコーディネーター会議２００６in 富山を平成１８年６月２・３日両日に渡り、富山国際会議場を会場に
開催した。これは，第１９回日本脳死・脳蘇生学術集会（会長：富山大学救急・災害医学教授 奥寺敬）に併
設した企画で，学会とは別にドナーコーディネーター特有の問題点について集中討議を行い，２日目の午後は
合同セッションとした。
両日の充実したディスカッションの実現は富山大学救急・災害医学講座・奥寺敬教授始め，教室の先生
方，秘書，富山市，富山市観光ビューロー，協賛いただいた，企業や県内病院，ライオンズクラブのご協力
によるものであり，深く感謝している。
本会議の特徴及び実績
これまで，脳死・脳蘇生学会の中で臓器提供の話題が発表されてきていたが，今回は始めて臓器提供のド
ナーコーディネーターのかかわりを独立させ，ドナーコーディネーター会議と位置づけたことが特徴であ
る。
そして，世話人を日本臓器移植ネットワーク チーフコーディネーター朝居朋子と富山県コーディネー
ターの高橋絹代が勤め，コアメンバーとして奈良岡恵子（青森），秋山政人（新潟），石川牧子（静岡），米
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要 旨
第１回ドナーコーディネーター会議２００６in 富山（世話人，日本臓器移植ネットワーク
中日本支部・チーフコーディネーター朝居朋子，財団法人富山県腎臓バンク富山県移植
コーディネーター・高橋絹代）を富山国際会議場において平成１８年６月２・３日に開催し
た。この会議は，第１９回日本脳死・脳蘇生学術集会（会長：富山大学救急・災害医学教授
奥寺敬）に併設開催し，ドナーコーディネーターの活動に的を絞ったディスカッション
が行われた。その実績について報告する。
Abstract
The Donor Coordinator meeting 2006 in Toyama was held at the Toyama
International Conference Center from Jun 2nd to 3rd. (Organizer: Asai Tomoko,
Japan Organ Transplant Network, Chief coordinator, and Takahashi Kinuyo,
Toyama Kidney Bank, Toyama Prefectual Transplant coordinator). This meeting was
held associate with the 19th Annual Meeting of Japan Association of Cerebral
Resuscitation & Brain Death (President: Prof Okudera Hiroshi, Department of
Disaster & Emergency Medicine, Toyama University). We present a report of our
meeting.
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満ゆみ子（福井），黒川勝利（滋賀），中力直樹（高
知），西口博憲（熊本），西村真理子（熊本），島添春
枝（沖縄）【敬称省略】ら全国の都道府県及び院内
コーディネーターの協力を得て実施にこぎつけた。ま
た，開催にあたり，受付や記録，クロークを腎友会移
植部会のメンバーにご協力いただいた。
２日間かけて『患者の意思を尊重するためのディス
カッション』，『提供意思を叶えるためのルールに関す
るディスカッション』を行った１）。参加総数は両日で
７３名であった。実施内容は表１に示す。
ドナーコーディネーター意見交換会では５９名（院内
コーディネータ ２ー９名，都道府県コーディネータ １ー５
名，臓器移植ネットワークコーディネーター３名，そ
の他１２名）が５グループに別れ，２つのテーマについて
話し合った。（図１）
「臓器提供の潜在的意思を把握するためにはどうし
たらいいか？」では，マスコミや行政の協力の下，社
会に対し教育・啓発によってカードの所持，移植の理
解が進むようにする。病院に対しては，アナムネ用紙
やパンフレット活用，ポスター掲示などシステム強化
に取り組んだり，教育を行っていく必要性について意
見が出された。
「コーディネーターがオプション提示できるか？」
については，個人の責任ではなく病院としての支援受
け，教育がなされていくことによって，医師に限ら
ず，適切にオプションできるという意見がだされた。
イブニングセミナーでは，富山大学医学部再生医学
講座教授 二階堂敏雄教授により「再生医学と蘇生」
について講演された。
教育講演では，NGO 予防医学開発事業団 理事長
海渡 玲子氏により「脳死・脳蘇生に於ける一般市
民参加型教育調査から浮上した脳蘇生に対する期待」と題し講義が行われた。また，海渡氏の発表内容の詳
細については会場 C において終日パネル展示が行われた。
一般演題は「移植システム」と「症例」について２０題が発表された。
シンポジュウムでは，移植コーディネーターが現場で問題を感じている「一般的脳死判定」をテーマとし
た。移植コーディネーター２名からは，これまでに行われてきた一般的脳死判定の項目が提示され，一定の
コンセンサスは提供側の負担が軽減できるのではないか？心停止後の腎臓提供における脳死判定は，医師の
裁量にゆだねられているが，客観的根拠を有する方法について検討が必要ではないか？と問題提起がなされ
た。医師３名からは，外傷などの損傷により，臨床的脳死判定の用件を満たせない場合も存在する。「患者・
家族の提供への願い」を考えると，ある程度の幅が必要ではないか。移植側から前処置の優位性が示されて
いないにもかかわらず，現場の医師に「前処置のための一般的脳死」の負担を負わせている。また，その基
準があいまいであるという問題を有していると指摘がなされた。また，客観的な脳死判定を行うということ
を考えれば，無呼吸テストも含む法的脳死判定を行うことが妥当であろう。と発表され，ディスカッション
を行った。
会議の評価
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図１ コーディネーターによる意見交換会の風景
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カッションが出来た。このテーマについては，今後も話し合いを深め，コンセンサスを得ることで，現場で
働く医師や看護師，院内コーディネーターの負担が軽減され，日常医療の中に移植が定着していくのではな
いかと感じた。
また，この後に日本臓器移植ネットワークでは院内コーディネーターへの支援について検討されており，
移植医療の体制整備に一石を投じられたと自負している。
おわりに
第１９回日本脳死・脳蘇生学会と併設開催した全国ドナーコーディネーター会議２００６in 富山について若干
の評価を加え報告を行った。この会議を発案，企画していただいた富山大学医学部 救急・災害医学教授
奥寺敬先生と関係各位に深甚なる感謝の意を表します。
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